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　日本語で「いじめ」と言われる弱い者いじめ
（Bullying）は、身体的な攻撃（これに発展す
る場合もあるが）よりも集団的な口頭および心
理面での激しい攻撃を特徴とするため、ネット
いじめ（Shariff,	 2008）や直接的ないじめもこ
れに含まれる。いじめは環境や当事者の年齢
に関わりなく、反復的かつ体系的な様態によ
る力の濫用を特徴とする（Juvonen	&	Graham,	
2001）。日本におけるいじめと西洋における弱
い者いじめ（bullying）にはある程度の相違が
認められる可能性があるが、本論文ではいじめ
と弱い者いじめ（bullying）を同じ意味をもつ
言葉として使用する。
　子供に対するいじめの影響は、いじめの程
度により、長期間にわたる当事者の情緒的、
社会的、そして恐らく心身の健康の衰弱に関
連している（Rigby,	 2002）（Sharp,	 1994）
（Perry,	2014）。	大多数の子供と異なる特徴
をもつ子供は、体型、身長、人種、声質、家族
的背景、障害、または単に意見の違いなどの相
違により集団の中で目立つことがしばしばある
（Aluede,	Adeleke,	Omoike,	&	Afen-Akpaida,	
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【概　要】
　本論文では、日本でいじめがどのように若者、また若者時代にその被害に遭った大人に重大な結果
を招き、コミュニケーション、社会的交流、感情全体に影響を与えるのか研究した。また、本研究で
は、学校でのいじめの事例を取り上げ、減らすための方策を提案している。本研究の目的は、日本の
学校でのいじめが被害若者に与える影響を特定することである。日本では、未だにいじめは深刻な問
題である。結果として、若者が不登校になったり、さらに思い切った行動を取り、自殺することもあ
る。また一方で、助けを求めたり、抵抗することなく、重度のいじめに耐えている若者もいる。この
ような受動的攻撃行動は、成人期になってあらわれ、コミュニケーションや人間関係に問題を生じる
ことがある。いじめは社会や文化の慣習と結び付き、関係するすべての人に一生涯続く影響を与えか
ねないのだ。したがって、この問題の解決策を日本の文化的規範の中から見つけ、日本人により社会
に適応させていくことが不可欠と考える。この取り組みを助けるために、本研究では、直接影響を受
けた日本人からいじめを防止する方法についての情報を収集した。いじめに関わった人の多くは、現
在正常な生活を送れているが、同時に人生における長期的な影響について言及した。彼らの多くは、
過去の経験から影響を受け続けているのである。研究結果は、日本社会全体でいじめに対する意識を
高め、防止、介入、精神面のサポートを協力して行っていく必要があることを明らかにした。また、
いじめが頻繁に起こる真の原因をより深く理解する必要がある。
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2008）。多くの子供は、目立ちたくないという
理由から、他の子供の基準（髪型、服装、特定
の商標の使用、弁当箱の仕様等）に合せようと
する（McVeigh,	2000）。
　日本社会は極めて均質性が高い社会である。
「出る杭は打たれる」という古いことわざがそ
れを物語っている。この文化的教訓は幼年時か
ら吸収され、ある意味で、いじめる側の子供に
仲間内で目立つ特異な行動を「打っている」だ
けであるという口実を与える。就学段階あるい
は就学前においても、子供は集団的調和の価値
を教えられ、中学生になる頃には行動や外見の
面でできるだけ他の生徒と同じでなければなら
ないことを知る。その目的は適合することであ
り、目立つことではない。なぜならば、目立つ
ことはリスクまたはいじめの機会を増大させる
結果になりかねないからである。
　いじめは日本に固有の問題ではない。様々な
状況で様々な異なる特徴が示されることがある
が、いじめは多くの文化で見られる現象であ
る。日本では、いじめという言葉は、特に中学
校や高校などの学生間のいじめのケースを指す
場合に使用される。いじめは、「強者による弱
者に対する身体的または心理的嫌がらせ、あ
るいは多数者による少数者に対する同様の嫌
がらせ」（Schoppa,	1991,	p.	54）、「いじめの
対象となった生徒に対していじめる側の生徒の
グループが口頭または身体的に恥辱、侮辱、
苦痛を与える集団的行為」（Sugimoto,	 2003,	
p.	137）、「社会的集団内で最も弱い者に対す
る脅し」（Schoolland,	 1986）と定義されてい
る。いじめは、身体的な攻撃（これに発展する
場合もあるが）よりも集団的な口頭および心理
面での激しい攻撃を特徴とするため、ネットい
じめ（Shariff,	 2008）や直接的ないじめもこれ
に含まれる。
　集団的いじめはモビング（mobbing）とも
呼ばれ、集団による言葉の暴力や暴行の脅威
を含む情緒的虐待（Elliott,	 2003）である。
モビング（mobbing）という言葉は、1970年
代にスカンジナビア圏の研究者が使用したこ
とにより普及した（Einarsen,	Hoel,	 Zapf,	&	
Cooper,	 2003）。大陸欧州では弱い者いじめ
（bullying）よりも集団的いじめ（mobbing）
という言葉の方が好まれる（Field,	1996）が、
日本におけるいじめを取り扱った論文のほと
んどは集団的いじめ（mobbing）の代わりに
弱い者いじめ（bullying）を使用している。
そのため、本論文の執筆に際しては、集団的
いじめ（mobbing）の代わりに弱い者いじめ
（bullying）を使用することとした。
　日本の均質性という社会的目的とその集団主
義的基盤に基づき、いじめも集団主義的特徴を
帯びている（Shinkichi,	2012）。いじめは集団
内で発生する。具体的には、いじめる側といじ
められる側の双方が同じ教室内の同じグループ
に所属している。
　一部の学生はいじめに加わるが、その他の者
は自分がいじめの次のターゲットとなることを
恐れて受動的な傍観者であり続ける。いじめの
対象となった生徒がいじめられた場合、被害を
受けたその生徒はさらなる報復や孤立を避ける
ためにグループに固執し、いじめに耐える。
時々、生徒は学校に行くことを拒否するよう
になるが、これは日本語では「登校拒否また
は不登校」（Gordenker,	 2002）と呼ばれ、極
端なケースでは生徒は自殺を試みることもある
（Kumagai	&	Keyser,	1996）。同時に、研究
者は、驚くべきことに教師がいじめに加担し
たケースを指摘している。Schoolland（1990）
は、1985年にある学校で発生したいじめのケー
スについて説明している。同級生たちがいじめ
の標的となった生徒の葬式の真似事を行った。
その生徒の机には、いじめる側の生徒たちが書
いた沢山のお悔み状とともに線香と花が供えら
れていた。お悔やみ状の中には教師自身が書い
たものもあった。犠牲となった生徒は教室に入
ると強い衝撃を受けた。その状況はいつ終わる
とも知れず、その生徒が唯一の逃げ道として
取った方法は下校後に自殺することだった。
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　統計によって示されるように日本の学校に
おけるいじめの件数は増加傾向にあり、警察
の調査では2012年には2011年の2倍以上に当た
る260件を記録し、過去25年間で最も高い数字
となっている（Salvaggio,	 2013）。Salvaggio
（2013）は、「日本における70,000件のいじめ
のうち、2012年に法務局がいじめとして記録し
た件数は3,988件であった」と指摘している。
日本の学校は極端ないじめの現場ともなってい
る。そのようなケースは1980年代に公の注目を
集めた。それ以来、文部科学省は日本におけ
るいじめが関連する様々な事例を報告してい
る（McCurry,	2013）。いじめは持続的な現実
（Kaman,	n.d.）であり、日本社会においてい
じめに対する関心は高まっている。
　これらのいじめのケースから、次のような疑
問が生じる。いじめの犠牲となった生徒が成人
したときに、どのようなことが起こり、過去の
いじめの経験は彼らが他者とコミュニケーショ
ンを取ったり他者に関わったりする際にどのよ
うな影響を与えるか、という疑問である。彼ら
はいじめのつらい経験を克服し、普通に人生を
歩んでいるのだろうか、あるいは、いまだに過
去の影響を引きずっているのだろうか。本研究
では、あらゆる形による過去のいじめの経験が
多くの人々の生活に否定的な影響を与えている
かを調査した。さらに、私は学校におけるいじ
めに対処し、それを減らすためにできることは
何であるかを調査した。しかし、いじめの問題
に関しては、国による構造的解決の模索が必要
とされる（Dogakinai,	n.d.）。
日本におけるいじめの状況
　周囲と違って見えるという恐れの気持ちは、
日本の学校の教室における多くの生徒の行動に
影響し、子供または若年成人の不安を掻き立
て、彼らの生活の障害となっている。（グルー
プと異なる外見、服装、または行動が原因で）
その恐れが現実のいじめとなったとき、いじめ
の標的となった生徒にとってそれは長い悪夢の
始まりとなる。いじめは一回性のものではない
からである。Dr.	Olweusによると、ある学生
が一人または複数の学生からのいじめに反復的
に「曝されている」場合にいじめが成立する
（Smith,	1994,	p.	13）。この暴露には、嘲り、
からかい、心理的および身体的威嚇、力の不均
衡が含まれる。疑いの余地なく、日本のいじめ
は仲間による強制的な順応の厳しい様式である
（Henshall,	 1999）。いじめを起こさせる社会
的・心理的要因と結び付いた、いじめの様々な
制度的・文化的側面が研究者たちによって指
摘されている（Beauchamp,	 1991;	 Inoue,	n.d.;	
Jackson	&	Tomioka,	 2003;	Schoolland,	 1990;	
Smith,	1994;	Tanikawa,	2003）。それらの側面
を結び合わせることで、より広い視点からいじ
めを文脈化することができる。私の主な関心は
成人が過去のいじめ体験からどような影響を受
けているかということであるが、日本のいじめ
を文脈化するために、日本の学校制度や文化的
側面について簡単にご紹介したい。
日本の教育
　日本の教育は非常に構造化および標準化され
ている。その様式は19世紀に確立され、第二次
世界大戦後に強化された（Tanikawa,	2003）。
日本の学校は、規則、伝統、慣習を強調する傾
向がある。日本の学生は良い成績を取り、試
験に合格し、有無を言わずに従うことを奨励
される。Kurimoto（1987）は、日本社会は極
めて教育指向であり、人生の成功（社会・経済
的ステータス）は学校における成功から始まる
と論じている。前AIG部長で日本の企業家であ
るTomoko	 Inabamer氏は、日本文化は一般的
に慣例を重視し、「リスクを取る行動や未知
の機会の探索を奨励する社会ではない（Karlin,	
2013からの引用）」と指摘している。
　日本は学歴社会であり、大学入学試験は困難
で競争率が高い。高校生は何時間も勉強に費や
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し、下校後も予備校に通って、良い大学に合格
するために準備する。この勉強中心の生活は、
高いストレスの原因となり、いじめは、ター
ゲットを見つけてストレスを発散させる機会、
またはいじめを受けている学生の感情を悪化さ
せる契機となり得る。
　小中学校時代や高校時代に受けたいじめの外
傷的体験は、被害を受けた学生に様々な心の傷
を生じさせる。社会学者のYamauchi（Lund,	
2015）は、日本の773の大学を対象に、多くの
学生が出身地から大都市へ移住した理由を調査
した。それによれば、出身地から大都市に移住
した学生の多くは、通常、高校時代にいじめを
受けていたことが指摘されている。彼らが大都
市へ移住した理由は、もし出身地に居続ければ
高校時代と同じ立場に置かれ、同級生たちから
高校時代と同じ扱いを受ける可能性があるから
である。
　その理由で、多くの学生が他の都市に移住
し、高校時代の自分のイメージからかけ離れた
新生活を始めることを望むのである。
　小学校や中学校がいじめの主な現場となって
いる事実にも関わらず、多くの学者はその勤
勉さから日本の教育を高く評価している。Sato
（2004）は、その著書『Inside	 the	 Japanese	
Classrooms:	The	Heart	 of	Education』の中
で、学校は多くの場合に生徒に「心を一つに
し、力を合わせて、仲良くする」ことを奨励し
て、一体感とやさしさを育むことを促すと記述
している（p.225）。また、協調性と、心身や
気持ちを一つにすることの重要性を強調する傾
向にあるとも述べている。皮肉なことに、一体
感や心を一つにすることへのこの傾向は、集団
に適合しない生徒に対するいじめや多様性の欠
如に結び付いている。
文化的側面
　日本を訪れた人の多くが、日本人のやさしさ
に触れて感動する。個人間の調和の文化的価値
が社会において強く奨励される（Iwasa,	 2002,	
p.	 54）。一方、日本の多くの若い学生が、小
中学校時代や高校時代に重度のいじめに遭った
経験があることが研究により明らかにされてい
る（Hood,	2001;	Stevenson	&	Zusho,	2002）。
この二項対立を理解するには、日本文化を簡単
に振り返ってみる必要がある。
　伝統的な農業社会の中で、日本人は狭い土地
の上で共に働き生活しなければならなかった。
個人の尊重より、集団や村のニーズを優先する
必要があった。文化的に、日本人は衝突を避け
るために集団の枠組みの中で行動することを好
む（Lebra	&	Lebra,	1986）。この集団主義的
な考え方は江戸時代（1600～1868年）にさらに
その傾向を強めた（Matsunosuke,	 1997）。当
時は、社会階層間の移動は禁じられ、海外への
渡航は禁止され、外国や外国の文物との接触は
制限され、多くの社会的規制が敷かれていた
（Jansen,	2000）。
　その結果、調和を重視することは日本文化
の基礎的な基盤の一つとなり、封建時代の
村々において継承された（Beardsley	&	Hall,	
1962）。
　ほぼ完全に均質で集団主義的で、文脈重視の
社会にあって、ほとんどの人々が他者と同じよ
うであることが心地よく感じられた。人々は、他
人がどう思うかを恐れて、集団と異なる行動を
したくはなかった。一人の回答者が私に次のよ
うな話をした。「私は友人のグループと一緒に
モールのフードコートに昼食に行きました。私
を除いた全員がうどんを食べたいと言いました
が、私はピザが食べたいと思っていました。最
後に注文を聞かれたのは私でしたが、私は「う
どん」と答えました。なぜなら、友人に変人扱
いされたり仲間外れにされたりしたくなかった
からです（匿名の20歳の男性回答者）。「私に
違いがあることで彼らはどんな反応をするだろ
うか」という考えに関連する「他人が私をどう
思うか」という恐れは、多くの日本人の成人に
とって過去の苦い体験の記憶となっている。
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　それに加え、様々な日本の機関や社会では、
上下関係の尊重、集団の意見の一致、集団への
忠誠が広く行き渡っており、日本人の葛藤への
対面の仕方に影響を与えている。中学校におい
てさえ、年齢、学年、人気（運動選手など）等
により上下関係が存在する。実際、いじめは
「集団の調和を維持するための伝統的な手段」
（Adams,	2013）である。Yoneyama（1999）
によれば、いじめが蔓延る原因には、構造的な
理由だけではなく、多くの当事者が黙っている
ということもある。このような寡黙は、日本社
会では調和、均質性、多様性の回避が重んじら
れる傾向の結果であると考えられる。
　しかし、集団の調和は一面であるに過ぎず、
裏を返せば、真の意見やある状況に対する明確
な反意があることが理解される。相互に率直な
意見を交わしたときに、異なる考えを持ってい
たり反論していたりする者の上下関係や社会的
立場に注意が向く。公においてそれらの上下関
係や社会的境界が横断されることはめったにな
い。Takeo	Doiによる「表裏、内と外」の概念
は、ある人の公的生活と私生活での行動および
公で何を話すべきかということに関して、日本
文化的な生活を理解するための興味深い鍵であ
る（Ishida,	1984）。
　Ishida（1984,	p.	 21）は次のように述べてい
る。
　表と裏を仮に次のように定義する。表：
（1）公に則った、（2）	劇的で威厳のある、
（3）形式と厳格さを特徴とする要素。裏：
（1）私的に許容される、（2）実際的で効率的
な、（3）非形式と柔軟性を特徴とする要素。
表と裏の意味を上記のように解釈した場合、日
本における裏と表の間の関係にいくつかの特別
な特徴があることが分かる。
　表と裏は、非公式から公式までのコミュニ
ケーションにおける公式性の度合い、および外
（外側）と内（内側）を示している（Bachnik,	
1998）。
　本音（内面の感情）、建前（公における感
情）、義理（社会的義務感）、人情（個人的感
情）などの他の社会的概念も社会的調和を維持
するために使用されるが、一方で社会的批判を
回避するためにこれらの概念によって問題が隠
されることがある。集団の意見と矛盾する意見
を集団に直接明かしてはならないということで
ある。このため、これらの概念は、同じ教室内
のグループで発生するいじめの定義や、いじ
め被害者の生徒が助けを求めたりいじめっ子
たちを公に非難したりすることもなくいじめ
を耐えている理由を理解する鍵となる。Ishida
（1984）によれば、「裏」の状態では葛藤は存
在するが、それは通常はグループ内で処理され
るという。
　Yoneyama（2008）は、極端な例ではある
が、通常、研究者はAタイプとBタイプの2種類
のいじめを取り上げていることを指摘してい
る。Aタイプのいじめは西洋で広く研究されて
おり、通常は仲間のグループに属していない生
徒を身体的いじめの標的とする問題のある生徒
によるいじめである。いじめの焦点は、いじめ
る側の生徒とその生徒の特徴に重きが置かれ
る。
　Bタイプのいじめは、普通の、または善良な
生徒（問題のある生徒ではない）によるいじめ
である。いじめは単独ではなく、集団で行われ
る。いじめの方法は主に対人関係や口頭である
が、身体的な危害に及ぶケースもある。さら
に、いじめの標的となる生徒自身が仲間のグ
ループに属している。Kawagoe（2008）は、
日本ではほとんどの学校のいじめ防止プログラ
ムは効果がないか、またはいじめを悪化させて
いるケースさえあると指摘している。その理
由は、Bタイプのいじめの方が広く浸透してお
り、個人の素行の悪さというよりも、グループ
の文化的行動とみなされるからである。
　いじめの原因については多くの研究が行われ
ているが、その多くは現時点で学生である若者
−	31	−
現代ビジネス研究
のみを対象としている。本研究では、過去にい
じめを受けた経験のある成人にいじめがどのよ
うな否定的な影響を与えているのかを中心的
テーマとしている。それにより、いじめに関す
る既存の文献に対して、いじめ体験の長期的な
影響に関する議論と分析を付与したいと考えて
いる。
方法
　本研究の構想は、ある日本人学生との何気な
い会話がきっかけであった。会話の中で、彼は
中学時代に激しいいじめを受けたことを告白し
てくれた。私は彼の先生たちや学校の教務課に
問い合わせた。彼は私の方を向いてこう言っ
た。「もっと悪いことになる可能性があったか
ら、助けを求めませんでした。」私は誰かが彼
の味方になってくれたかと聞いたが、彼の答え
は「いいえ、グループに立ち向かおうとする人
は誰もいなかったので僕は一人でした。最後ま
で一人で耐えていました。」であった。彼のい
じめ体験は私を困惑させた。私自身も小中学校
時代にいじめを受けた経験があるが、私には味
方になってくれる友人がいた。日本におけるい
じめを理解する過程で、私は親しい日本人の友
人たちに彼らの経験について何気なく尋ねてみ
た。驚いたことに、何人かの友人は過去に同様
のいじめを受けた経験があり、この会話の時点
でも、それがいまだにトラウマになっているこ
とを知った。友人や知人とのこれらの何気ない
会話に続き、私はウェブサイトを検索し、オン
ライン動画を視聴し、このテーマに関する本、
記事、論文を読んだ。読み進むにしたがって、
私は内気な私の友人が過去にどのような経験を
したのかを理解するようになった。その結果、
私は教室以外の社会的交流の観点から日本の小
中学校や高校におけるいじめの帰結と、いじめ
の標的となることが実際に生徒の自我にどのよ
うに影響し、この悪循環を断ち切る方法は何で
あるかを考えるようになった。
　私は、いじめに関わった人の意見や彼らの経
験について聞きたかったため、定性的方法を選
んだ。私の目的は統計的数値を求めることで
も、標準偏差を算出することでもなかった。言
い換えれば、私は調査の結果を報告するため、
自分自身のストーリーテラーとしての経験的モ
デルを選定した（Wolcott,	1994）。参加者全員
に匿名のアンケートへの回答を依頼した。アン
ケートはオンラインまたは印刷版を使用して回
答することができた。アンケートには、日本国
内で小中学校および高校を卒業した18歳以上の
すべての成人（日本国籍者または非日本国籍
者）が参加することができた。私はプライバ
シーと匿名性を含む調査の説明と自己紹介用の
ウェブサイトを作成し、各自の意思によるアン
ケートへの参加を求めた。その後、ソーシャル
メディア上で本調査の情報を友人たちと共有
し、友人たちに彼らの友人とこの情報を共有し
てもらうように頼んだ。印刷版のアンケートと
詳細なインタビューを山梨県内で実施した。ア
ンケートの質問は私自身が作成した。アンケー
トは参加者にフリー形式で自由に意見を述べて
もらう質問で構成した（いじめに関する13の質
問と、性別、年齢、学歴、結婚歴、国籍などの
個人に関する６つの質問）。50人がオンライン
でアンケートに回答し、70人分の印刷版アン
ケートが大学の教室に配布された。また、15件
の対面式のインタビューを行った。
　オンラインアンケートでは、回答者は日本各
地に所在し、実名を名乗ることも居住地を指定
することも求められなかった。印刷版アンケー
トでは、匿名性を保持するために回答者間に距
離を設け、回答用紙一式を大きい封筒に入れて
もらった。15件の対面式インタビューは英語で
行った。オンラインアンケートは所定の形式で
行われたが、対面式インタビューは半自由形式
とし、その長さは20分から１時間であった。
135人の参加者のうち、80人が女性、55人が男
性で、女性のうち40人、男性のうち35人がいじ
め経験者であった。
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　私は日本語が流暢でなく、誤解を避けるため
に、対面式インタビューは英語を話す参加者の
みを対象とした。オンラインアンケートと調査
に関する情報は日本語に翻訳され、参加者は日
本語で回答した。データ収集後、結果を英語に
翻訳した。
　データはテーマ別に分析した。私はアンケー
ト結果を、恐れ、困惑、孤立の３つのテーマに
分類した。続いて、私はナレーション形式でア
ンケート結果と推奨事項を提示した（Lieblich,	
1998）。その際、私は日本国内の居住者として
自分自身の所見を追加した。その結果として、
本論文では、私自身を含む多くの参加者の体験
を紹介している。参加者は比較的少数であった
にも関わらず、いじめに関する本調査の結果
は、多くの成人が過去のいじめ体験をどのよう
に受け止め、インタビューの実施時点でそれが
各人の生活にどのような影響を与えているかを
知るための格好の材料となった。
結果と批判的分析
　恐れ、困惑、孤立は、参加者のいじめ体験に
関連する恒常的テーマである。これらのテーマ
は、参加者が既に成人しいじめを受けることが
なくなっても、いじめへの恐れを始めとする恐
れの感情を表している。さらに、新しいグルー
プでは毎回、多くの参加者が、グループのメン
バーが自分を受け入れてくれないのではない
か、あるいは自分の陰で「悪口を言っている」
のではないかという内心の恐れについて触れ
た。また、多くの参加者がいじめの標的となっ
たことについて困惑を抱いており、おそらくそ
れは彼らが助けを求めなかった理由の一つであ
る可能性がある。彼らは、グループ全体との相
違に基づくいじめを受けた経験を理由に他人が
自分を判断するのではないかと不安だと語っ
た。インタビュー参加者の中には、過去にいじ
めを受けたことを他人に知られ、自分の弱みを
突かれるのではないかという恐れを抱いている
ことを打ち明けた者がいた。
　成人後も忌まわしい過去のいじめの記憶にい
まだに囚われている参加者でさえ、多くの参加
者が自分の気持ちを表すことが非常に難しく、
それは苦痛に直接結び付くものであった。特に
多くの男性参加者は、苦痛の感情を見せること
は弱虫とみられることであると思っていた。自
分の感情を内側に閉じ込めた結果、多くの参加
者は他人に吐露することはなくとも、恒常的な
怒りを感じていた。以下は、自分が受けたいじ
めの結果についてどう感じているかを説明して
くれた回答者のケースである。
　「中学時代と高校時代の激しいいじめのた
め、僕は人を信じられなくなり、あらゆる人間
関係に対して心を閉ざしました。常に怒りを感
じていますが、周りの人、特に職場の同僚には
明るく振る舞っています。
　本当のことをいえば、僕は人間ぎらいで
す。」（2015年度オンラインアンケートの29歳
男性回答者）
　「あらゆる人間関係に対して心を閉ざす」と
自分を表現することは非常に強い真摯な言葉で
あり、私は、絶対的な孤立の中で同じ状況に置
かれた参加者が他に何人いるのかが気になっ
た。
　恐れと困惑のテーマに関連する全側面が孤立
のテーマにつながる。本調査のほとんどの参加
者は、多くの場合、助けを求めることもなく、
本当の気持ちを隠して、自分一人で全面的に状
況に対処しようとしていた。いじめの標的と
なった彼らは、同級生から疎外され、友人と話
したりコミュニケーションを取ったりする機会
は限られていた。傍観者でさえもいじめの標的
となった学生との会話を避けていた。なぜな
ら、詳細なインタビューを行った次の若い女性
のように、今度は自分自身が新たないじめの標
的となりかねなかったからである。
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　「私は小学校時代に中国から日本に移住しま
した。中学校に進学した時、私が中国人である
ため多くの同級生が私に話しかけてくれません
でした。私は非常に性格が良く優しい日本人の
同級生と友達になりました。私たちは休み時間
によく一緒に遊びました。彼女は学習障害者
で、そのためにいじめを受けていました。ある
日、一人の生徒が私の所に来て、「あんな子と
付き合っちゃだめだよ。」と言いました。
　私は彼女の言葉に耳を傾けませんた。その時
から、私への直接的ないじめが始まりました。
それはつらくストレスの多いものでしたが、少
なくとも私には友達がいました。私はその経験
によって強くなれたと思っています。」（2015
年度インタビューの22歳女性回答者）
　この回答者は、いじめを経験した多くの人
は、「日本社会では、特に女性は、自信のある
強い性格であることは必ずしも良くみられない
ことがある」にも関わらず、最終的には彼女の
ようにより強く自信のある性格になることがで
きるとも言った。彼女はいじめの経験によって
強くより良い人間になれたと述べたただ一人の
回答者だった。
　私がインタビューした他のすべての回答者は
異なる体験をしていた。
　他の参加者にとって、いじめは意思をくじけ
させ、彼らの生活に新たな問題をもたらすもの
だった。過去にいじめを受けたことがある本調
査の参加者の多くは、人とコミュニケーション
を取ったり、自分の意見を述べたりすることに
困難が生じたと自らの経験を説明している。こ
れらの回答は、「友人とのコミュニケーション
全般に自信を持つことができず、自分の意見を
述べる能力に欠け、特に攻撃的な反応に上手く
対処することができず、高い確率で社会的交
流において不安を表出しがちである」（Smith,	
1994,	p.	 5）という、いじめ被害者の特徴に一
致する。
　詳細なインタビューに参加したある男性回答
者は、高校時代に経験した組織的ないじめにつ
いて次のように回顧している。彼は日本に居住
することに耐えられず、高校卒業後に海外に移
住することに決めた。長年いじめの標的になっ
ていた彼は、学校での過去の経験を日本で生活
することと切り離せなくなっていた。
　「学校に居る間、僕はいじめを受けないよう
にするために別人のように振る舞わなければな
らなけばならないことが多くありました。僕は
一人でいることが多く、自分は周囲とは違うと
感じていました。なぜなら僕はゲイで、話し相
手がどこにもいなかったからです。僕は自分が
認められている、励まされている、サポートさ
れていると感じることがありませんでした。そ
の理由で、高校卒業後に海外に移住しました。
僕は日本人ですが、日本の厳しい社会規範に馴
染むことはできません。」（2015年度オンライ
ンアンケートの29歳男性回答者）
　アンケート調査とインタビューを通じて収集
されたデータを評価・分析する際に、私は通常
いじめの対象となる生徒のタイプは、「弱虫」
とみなされる生徒（からかわれやすい生徒）ま
たは「規範から大きくずれる生徒」（混血また
は移民の生徒や身体的障害を持つ生徒）、性的
役割のステレオタイプまたは性的指向の一般的
な概念と対立する生徒（「女性的な」男子生
徒、「男性的な」女子生徒など）であることに
気付いた。この結果により、「いじめの対象と
なる生徒は、通常は他の生徒の集団からこれら
の生徒を隔てる身体的特徴または行動様式を持
つ」（2009,	p.	 181）というEllingtonの提起が
確証された。
　ほとんどの参加者は自分自身がいじめっ子で
あったと表現しなかった。詳細なインタビュー
に参加したある回答者（24歳日本人男性）は、
「僕は小学校時代には背が低く痩せていたので
いじめられたことがありますが、高校時代には
強くなったのでいじめる側に回りました。」と
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回答した。インタビューの別の回答者（日本に
在住する22歳中国人男性）は、次のように、必
ずしもいじめる側にはならなかったが、嫌がら
せをしようとするいじめっ子に対抗した。「彼
らは僕をいじめようとしましたが、僕の方が強
かったので怖気づきませんでした。僕は対抗し
て、いじめようとした連中を叩きのめしまし
た。それ以来、彼らは僕とトラブルを起こすこ
とはなくなりました。」
　このデータはまた、多くの参加者が過去のい
じめ体験を受け入れることができない、あるい
はいじめ体験から完全に立ち直っていないこと
を示している。これらの結果は、いじめ体験が
参加者の日々のコミュニケーションや対人関係
に影響を与えていることを明らかにしている。
ある23歳女性参加者（オンラインアンケート調
査）は、「人に初めて会ったときにはいつも、
その人が私に視線を向けるだけで私が過去にい
じめられていたことを知られてしまうのではな
いかと恐れを抱く」と述べている。135人の参
加者の中で、70人はいじめを受けたことはな
かった。それにも関わらず、彼らはいじめを頻
繁に起こる問題として認識している。ある参加
者は、高校卒業後に初めていじめがあることを
知ったと回答した。
　「僕は全員が顔見知りの小さい学校に通って
いました。先生たちは友好的で思いやりがあり
ました。僕は学校の友人がいじめについて口に
した覚えは一度もありません。大学進学後に、
初めていじめを受けた人たちに出会いました。
僕はあんな良い学校に通うことができたことは
幸運だったと思っています。」（2015年度オン
ラインアンケートの23歳男性回答者）
　参加者の回答の中にしばしば出てくるもう一
つの側面は、彼らと教師との関係である。多く
の参加者は、教師たちは目の前で起こっている
いじめを「無視する」、または教師を「信用す
ることができない」ため、教師に助けを求めな
かったと述べた。いじめを受けている生徒を一
緒にからかっていじめに「参加している」教師
さえもいたと述べた参加者もいた。資料では、
いじめを受けている生徒が教師に助けを求めた
多くのケースを指摘しているが、共通の反応
は、現に起こっている事態に対していじめを受
けている生徒自身が咎められるというものであ
る。残念なことに、そのような反応は、いじめ
られる側にもいじめられる原因の一部があると
みなされるため、いじめる側が自分の行為につ
いて謝る必要に迫られないことを示唆してい
る。日本の交換留学生であったあるオーストラ
リア人女性回答者は、詳細なインタビューの中
で、いじめられる側が咎められることに関して
次のような経験を語った。
　「私自身は日本でいじめを受けたことも、学
校でいじめを目撃したこともありませんでし
た。しかし、私のある友人は電車の中で年配の
男性から痴漢行為を受けたことがあります。私
は彼女からその話を聞いて、「お母さんに言っ
た方がいいよ」と言いました。でも、彼女がお
母さんにその話をすると、お母さんは「あなた
は最近太ったから、周りの人から注目されるの
よ。ダイエットしなきゃだめよ。」と言いまし
た。私は彼女が受けた強制わいせつに対して彼
女が責められたことにとても驚きました。この
国の多くの人たちが問題や不愉快な経験を誰に
も助けを求めることなく我慢して、咎められる
べき人たちが咎められないのもうなずけまし
た。」（2015年度インタビューの30歳女性回答
者）
　Yoneyama（2008）は論文の中で、学校（家
庭教師を含む）でいじめ被害者の生徒が文部科
学省に幾通もの手紙の束を送付したケースを引
用している。
　それらの手紙の中で、その生徒は自分が受け
たいじめが自分自身に原因があると周囲の人か
ら言われることに失望していることを伝えた。
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　日本文化では、社会的調和を乱す確執はでき
る限り避けることが奨励される。他人に介入し
たり助けを求めたりすることは「問題を起こす
こと」と同列であるとみなされ、恥をかく理由
とされる（Uchida,	 n.d.）。そのため、数々の
いじめのケースでは、若者が助けを求めたり訴
えかけたりすることなく現状に甘んじているこ
とが普通である。日本で生活すると、我慢とい
うことばを耳にすることがよくある。この言葉
は、忍耐、辛抱強さ、粘り強さを意味する。一
方、いじめ被害者の若者たちに対面する場合、
他の若者たちに比べて彼らにはどれほど多くの
忍耐や辛抱強さが求められるのであろうか。
　当然、日本のすべての学校でいじめが起こっ
ているわけではなく、すべての教師がいじめ
に悩む学生に盲目的であるわけでもない。ド
キュメント番組『涙と笑いのハッピークラス	
4年1組	命の授業（Children	Full	 of	Life）』
（Kaetsu,	 2003）の中で、東京の北西に当た
る地域の4年生学級の担任教師、金森俊朗先生
は、人生を歩んでいくためのスキルを身につ
け、自分自身が自立して困っている友人を助け
るよう指導するという点で、優れた教師が子供
たちにいかに建設的で肯定的な影響を与え得る
か、良い例を示している。このドキュメンタ
リーに登場する子供たちは、自分の気持ちを表
現し、殻を抜け出すことの大切さを知る。その
結果、クラス全体が気持ちを表現し、思いやり
や共感をもってお互いを気遣うことを学ぶ。学
校の目的について聞かれたとき、ある子供は
「学校は私たち全員がハッピーであるべき場所
で、一人でもハッピーでないなら全員がハッ
ピーではありません。」と言う。ある生徒がい
じめの問題を抱えている場合、金森先生はいじ
めている側の生徒が自分たちの行為を正直に打
ち明け、説明して、謝るまで、話し合いを続け
た。
　確かに、日本の多くの学校には、金森先生と
同じ理念や倫理観を持っている先生たちがい
る。しかし、本研究では、学校で精神面のサ
ポートを受ける機会がなかった生徒を対象とし
た。また本研究では、学校におけるいじめを防
止し、成人後も過去のいじめに悩まされている
人々に対応することの重要性に力点を置いてい
る。
結論と推奨事項
　日本では伝統的に、個人の意見は立場や年齢
に基づいて正しいものとされる傾向がある。こ
れは日本社会の一側面であり、このような慣習
を受容できないことは常に奇異または礼儀に反
するとみなされる。日本社会では誰もが似たよ
うな集団的調和に則して行動する（および外見
をする）ことが期待され、このような社会的慣
習に則しない個人は目に付き、仲間外れにされ
たりいじめを受けたりする。この集団やグルー
プと違うことへの恐れは、ミスを犯したり、無
礼であると捉えられたりすることへの恐れにつ
ながる。これは、高度に産業化した現代の日本
における農業社会の伝統に関連する複雑な側面
である。新しいものと古いものとの間で均衡を
保とうとするこの葛藤は、社会化、コミュニ
ケーション、いじめが起こりやすい環境など、
生活の多様な側面に影響する。
　学校は人生の準備として学びを育む安全な空
間である。しかし、多くの生徒は情緒的に健全
な形で成長する機会を逸している。その代わり
に、多くの生徒が、集団的虐待、いじめ、同級
生からの迫害、侮辱、疎外に直面しており、
ソーシャルメディアやインターネットを通じた
ネットいじめの増加とともに、学校だけでなく
自宅でもそれがみられるようになっている。多
くの生徒はいじめを受ける学校に行くことを
日々恐れている。いじめ体験により、彼らは状
況に対処し、適切な対人関係を持つことが困難
になっている。後の人生において、多くのいじ
め被害者が依然としてこの情緒的拘束を抱えて
おり、人とコミュニケーションを取ったり、人
−	36	−
隠された生活: 若年成人におけるいじめの個人的・社会的影響に関する研究
（アルベルト・デ・メロ・アルバカーキ）
を信用したり、自分の考えを表現するスキルを
身につけたりすることに支障をきたしている。
これに鑑みて、学校におけるいじめに早急に対
応し、いじめの標的となっている生徒には情緒
的・心理的なサポートを提供し、傍観者やいじ
める側の生徒を含む他の生徒には自分の行動が
どのような影響を与えるのかを理解するために
指導する必要がある。
　いじめ体験は、いじめを受けている生徒だけ
でなくいじめる側や傍観者においても不安感や
自尊心の喪失を引き起こすことが研究により明
らかにされている。それだけでなく、いじめは
生徒の自我や教室以外の社会的交流に悪影響を
与える。いじめは個人の他者に対する見方を恒
久的に変え、他者との交流を億劫に感じさせた
り躊躇わせたりする要因となることもある。こ
れらの帰結はいじめ被害者が成人しいじめを受
けることがなくなっても持続することがある
（Kawagoe,	2008）。さらに、いじめのサイク
ルを断ち切るための効果的な方策を策定するに
は、教務課、教師、保護者、生徒を含む複数の
レベルで変化が必要とされる。
　学校は、インターネットへのアクセス性の
高いこの新たなマルチメディア世代に応じて
教育方法を変更する必要がある。ただ単に
いじめに気付いているだけではいじめを抑止
することはできない。学校は安全な環境を作
り、必ずしも生徒を責めたり生徒を批判した
りすることなく生徒を観察する必要がある。
生徒たちが「違い」に関わらず人は尊敬に
値することを理解するために、心の知能指
数（Emotional	 Intelligence）、多様性能力
（Diversity	Competency）、社会的共生意識
（Social	 Inclusion	Awareness）などのスキル
を学校で教える必要がある。人は誰でも間違え
ることあることを理解した子供は、同級生や友
人に対して共感を抱くことができる。さらに、
子供たちは後になって問題にならないように、
早い段階から責任のあるインターネットの利用
方法を学習する必要がある。それに加え、現代
の世代が直面している課題を小中学校や高校の
履修課程に含める必要がある。その中には、い
じめ、対立解消、違いの理解、多様性、心の知
能指数、ストレスや怒りに対処する方法に関す
る授業（または特別講義）が含まれる。このよ
うな教育は子供たちを勇気づけ、いじめの標的
にならないように自らを守る方法を理解させる
礎となり得る。
　教師はいじめの拡大抑止における中心的な存
在である。日本の中学生や高校生はほとんどの
時間を一人の教師と過ごすため、いじめに対す
る教師の態度はいじめが問題視されるか無視さ
れるかを決める重要な要因となる。いじめが起
こっていることに気付きながらも介入すること
が重要であると感じない教師もいる。その代わ
りに、そのような教師はいじめを無視するか、
またはいじめる側の生徒を軽く嗜めるだけで
ある（Denmark,	Gielen,	Krauss,	Midlarsky,	&	
Wesner,	2005）。多くの教師は今日の若者が必
要とするものにもはや適合しない方法で教習を
経ている。その上、日本の教師は多様性や対立
解消についての研修を受けることが求められな
い。
　その結果、その多くが専門の教科以外の問題
に対処する準備ができていない。そのため、教
師が教室内で起こっているいじめを無視する場
合、その理由は教師自身が状況に介入および対
処する適切なスキルを備えていないためである
ことが多い。しかし、教師にとって、教師の役
割は担当教科の指導以外の多くのものが含ま
れ、生徒に人生の準備をするよう指導する必要
があることを理解することが不可欠である。残
念なことに、教師は教育の全側面に対応する準
備が常にできているという仮定の下で、多くの
学校は教師を対象とする情緒的サポートまたは
カウンセリングを提供していない。
　教師以外に、保護者もいじめに関して子供た
ちを観察し、子供たちに話しかける方法につい
て学校から指導を受ける必要がある。保護者は
いじめについて子供たちに最初に語るべきであ
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り、いじめが起こった場合は直ちに何があった
のかを聞き出し、子供たちを責めたり子供たち
に恥をかかせたりしないようにするべきであ
る。いじめを受けている子供の多くはいじめに
ついて保護者に話すことがないことを考える
と、保護者は既に手遅れになった時点で初めて
その事実を知ることが多い。いじめ被害者を責
める一般的風土の中、多くの子供は両親を失望
させたくないために、自分の経験を隠してい
る。日常の忙しさがあるとしても、保護者は常
により強い愛情とサポートをもって子供たちに
接するべきである。さらに、保護者は他の保護
者や学校とつながりを持つことで、いじめを取
り巻く責任転嫁や沈黙に対処し、生徒の幸福に
ついて誰もが同じ考えを共有することができ
る。
　さらに、より広範なコミュニティの関与が必
要とされる。いじめをテーマとする本調査に続
き、私は山梨学院大学のEDW（英語でワーク
ショップ）のプログラムでその結果を紹介し
た。デリケートなテーマであることから、私は
はたして何人の参加者が集まるか見当がつかな
かった。結局、学生以外の参加者を含む12人が
ミーティングに参加した。
　何人かの参加者が、日本社会がもっとやさし
くなり、人の違いに価値多くようになってほし
いという希望を述べた。ワークショップの終わ
りに、コミュニティ内のいじめに対処する方法
について次のようないくつかの推奨事項をまと
めた。
・	いじめに悩んでいる生徒向けの役立つ情報を
掲載した（スマートフォンで簡単にアクセス
できる）ウェブサイトを開設する。ウェブサ
イト上では、コミュニティと日本文化の多様
性を重視する。
・	助けを必要とする生徒がウェブサイトまたは
電話で連絡することができる十分な研修を受
けた地元のボランティアまたは専門家のグ
ループを養成する。
・	いじめに対処し、いじめを防止するために教
師がより良い研修を受ける必要性を強調す
る。また、教師が研修の一部に多様性意識に
関するクラスを含め、情緒的サポートやカウ
ンセリングを利用できるようにする。
・	生徒が同様の多様性に関する研修を受け、自
尊心を向上させ、一人一人の個性を評価する
活動に参加できるようにする。
・	生徒が若年時から自分で意思決定を行い、恥
や罪の意識を持つことなく自分の気持ちに正
直に向き合う方法を習得できるようにする。
　上記の推奨事項が効果を持つためには、家
族、教務課、社会が協力していじめの問題に取
り組むことが必要である。私の考えでは、いじ
めに対処する方法についてのアイデアが欠如し
ているのではなく、それらのアイデアの実践が
欠如していると思われる。
　本研究の最初の疑問は、「いじめの犠牲と
なった生徒が成人したときに、どのようなこと
が起こり、過去のいじめの経験は彼らが他者と
コミュニケーションを取ったり他者に関わった
りする際にどのような影響を与えているのだろ
うか。彼らはいじめのつらい経験を克服し、普
通に人生を歩んでいるのだろうか、あるいは、
いまだに過去の影響を引きずっているのだろう
か。」という疑問であった。	私は、残念なが
ら過去のつらいいじめ体験は表面的には分から
ないことが多く、めったに露呈したり忘れられ
たりすることがないという結論に達した。
　いじめ被害者が情緒的および心理的サポート
を受けていないケースでは特にそうであった。
　学校は否定することもあるが、教師はいじめ
を無視しており（恐らくいじめに対処する方法
に関して無知であるため）、保護者はいじめに
対処するために何をするべきか、そしていじめ
が実際の問題であることを知らない。いじめは
生徒の自尊心に悪影響を与え、いじめ被害者の
成人後の生活にも持続的に影響を与えている。
　いじめを経験したことがある成人は、他者と
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の関係が学校時代の体験に彩られていると感じ
る。彼らはうつやひきこもりに苦しんでいるこ
とが多く、青少年時代または成人後に自殺を試
みることもある。成人したいじめ被害者が抱え
続ける困難を顧みると、状況を推察し、過去に
いじめに悩んだ人たちに情緒的・心理的サポー
トを提供する方法を特定するためにさらなる心
理的研究が必要とされる。
　いじめは、被害者としていじめを経験した不
運な過去を持つ大勢の若者に多大な心理的ダ
メージを残しているが、それは虐待する側や傍
観していた者にも共通する。いじめを経験した
多くの人たちは、サポートや認知を受けること
なく、一人で黙って耐え忍んでいた。学校に止
まっていじめに耐えた人たちは、後年、長引く
いじめの影響を克服しようと苦心している。い
じめは彼らの社会的交流に否定的な影響を与え
ており、いじめを受けた人たちは、対人関係に
おいて他者への信頼感や自尊心の欠如を表出し
ている。彼らは人生を歩み、就職し、他者と交
流し、表向きには幸せである振りをして、明る
い態度で人生に臨まなければならないが、彼ら
の多くは本当の気持ちを隠して内心に痛みを感
じ続けている。いじめの問題を解決するには、
確かさと公正さをもって直接的にこの問題に対
処しなければならない。いじめに関して助けを
必要としているのは子供たちだけでなく、過去
に激しいいじめを受けて何らかの心的傷害を抱
えている成人も同様である。
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